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土 質 分 類 法 な ら び に 分 類 結 果 表 示 法

土の判別分類法基準化委員会

1．　 範 囲

　こ の 基準 は ， 土質工 学的 目的 を も っ て 土 を分類す る方法

（日 本統
一

土質分類法）， な らび に ， そ の 分類結 果 を表示 す

る方法 に つ い て 規定す る 。 土 の 分類 は ， 地盤構成材料の う

ち，粒径 75mm 以 下 の もの （土質材料）を対象 とす る が ，

地盤 の 構成を表現す る と きに 必 要 とな る岩石質材料 （粒径

75mm よ り大きい もの ）， 廃棄物の 表示法 につ い て も触れ

る 。

2．　 土の 分類試験

　土 の 分類に は 次の よ うな作業 と試験 の 結果 を 用 い る 。

　2．1 観察

　土 を観察す る こ とに よ り，その 構成成分 の 大部分が無機

質材料で ある か有機質材料で あ るか を判別 し，大部分が無

機質材料 の もの に つ い て は ， 土 の性質に影響す る ほ どの 有

機質物質を 含 ん で い る か ど うか ， 火山 灰質で ある か どうか

を判別す る 。

　2，2 粒度試験

　土 を 分類す る た め の 粒度特性 を 知 る た め に は ， JIS 　A

1204「土の粒度試験方法」 また は 土質工 学会規格 「土 の 標

準網フ ル イ 74μ 通過重量試験方法 」（注 1）を 用い る 。

　2、3　液性限界試験

　土 を分類す るた め の 液性限界を知 る た め に は ， JIS　A

1205 「土 の 液性限界試験方法」 に 従 う。 た だ し，試料を
一

度気乾燥す る こ とが ， 試験結果に 影響す る お それ の あ る土

に つ い て は ， 自然含水比試料 か ら， 420μ フ ル イ を通過す

る 部分を 取 り出 し，予想 さ れ る試験結果 よ り乾 か さ な い よ

うに 注意 して 結果 を求め る こ と とす る 。

　2．4　塑性限 界 試験

　土 を 分類す る た め の 塑性指数 を 知 る た め に は ， JIS　A

1206「± の塑性限界試験方法」 に 従う。 た だ し， 試料を一

度気乾燥す る こ とが ， 試験結果 に 影響す るお それ の あ る 土

に つ い て は，前節 2，3 液性限 界試験 の た だ し書 き と 同 様

の 注意を して結果を求め る こ ととす る 。

　2，5　ダイ レ イタン シ
ー

試験 と乾燥強さ試験

　分類名 に お け る シ ル ト と粘性土 を 判別す るた め に，ダ イ

レ イ タ ソ シ ー試験 （注 2） と乾燥強さ試験 （注 3） ボ 役立つ 。

3．　 土 の 粒度成分

　地盤構成材料の うち，粒径 75　mm 以 下 の 土 質材料 の 粒

度組成を，粒径範囲 75mm 〜2．Omm の レキ 分，2．Omm

〜74 μ の 砂分，74 μ
〜5 μ の シ ル ト分，5 μ 以下 の 粘土分

の 重量 百 分率 で表 わ す こ とが で き る （図
一1 参照 ）。

　 レ キ分と砂分をあわ せ た もの ， す な わ ち 75　mm 〜74μ

の 粒度成分を粗粒分 （ま た は 砂 レキ 分）とい い ，シ ル ト分

と粘土分 を あ わ せ た もの ， す な わ ち 74 μ 以下 の 粒度成分

を細粒分とい う。

　±質工 学会 基準案 厂：辷質分 類法な らびに 分類結果表示法」

　土 質工 学会調査部土 り 判 別 分類法 基準 化 委負会 に お い て 、標記 の 基準案が

ま とま りま した o こ の基準案は 会員の ご意見を 加えた うえで 学会基 準と なる

もの で す。つ ぎま して は ，こ の 基準案の 内容に 関す る ご意 見が あ りま した ら，
昭和47年 8月末 H まで に 書 面をもって お 申出くだ さる よ うお願 い い た します 。
　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　 （土 質工 学会調査部）

（注 1） 試験法改訂委員会 「土質試験法規格案； 土 の 標準網 フ ル イ 74μ 通過

　　 重量試験方法」 土と基礎，Vol ，19，　 No ．2，昭 和 弼 年 2 月，　 pp．41〜
　 　 翌

（注 2） ダイレ イタ ンシ ー試験

　 　 　 15mm 立方 の土塊
一

つ 分の 試料 に，必要に応 じ水 を加え，ねばつ か

　　 な い程 度に や わ らか くこね る。それを
一

方の 手の ひ らに 載せ ，表面をへ

　 　 らな どで ス ム ーズ に し，水平に 振動 し，自由水が 表面 に 出て くるか ど う

　 　 か観 察す る。水平の 振動 のみ で，自由水が 表面 に 出 て こな い場 合は ，試

　　 料 を載せ て い る 手を他方 の手に 数回 強く打ち つ げる こ とに よ り，自由水

　　 が表面 に 出て くるか ど うか観察する 。 thPC，そ の 手の ひ らをすぼめ る と，
　　 表面 の 自由水が 試料中に消え るか ど うか観察する 。試 料表 面の 自由水は ，
　　 試料表面 の 光 沢で 判 断で き る。

　 　 （i） ダイレイタン シ
ー
現象が 顕著な もの は，振動 中に 水が 現われ，次

　　 　　に ，手の ひ らをすぼ め る と すみ やか に 水が消える 。

　　 （ii） ダイ レ イタ ン シ ー
現象が わずかに あ る もの は ，試料を 載せ た手を

　　 　　他方の 手 に 数回 強 く打 ち つ け る こ とに よ り，か す か に水 が現 われ ，
　 　 　 　次に ，手 のひ らを すぼ め る と表面水 がわず か に 変化す る。
　　 （iiD ダイレ イ タンシ ー現象がない もの は ，試料を載 せた手を他方の 手

　　 　　に 数回 強 く打 ちつ け て も水 が現わ れず，手の ひ らをすぼめ て も表面

　 　 　 　水 に 変化 がない 。
（注 3）　乾燥強 さ試験

　　 　長 さ 3cm で ユcm 角の 角 柱の 供試体を作 り，じゅ うぶ ん空気乾燥

　 　 させ，その 強さを調べ る。

　　 （i） 乾燥強さが極め て 低い もの は，指圧に よ り圧砕 で きる o

　　 （ii） 乾燥強 さ が低い ものは，指圧 で は ，圧 砕 しに くくて も，簡単 に折

　 　 　 　れ る。
　 　 （iii） 乾燥強さが中位の もの は ，指圧 では 圧砕で きない が，比較的容易

　 　 　 　 に 折れる。
　　 （iv） 乾燥強さが高い もの は ，指 圧 で は 圧砕 で きず，折る ときの 抵抗も

　 　 　 　大 きい 。
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ユμ 5 μ 74μ 0，42mn1 　 　 2．Omm 5．Omm 　 　20　mm

レ　 キ　　 粗

75mm 30　cm
・ ・ イ ー 粘 土 1

　 　 2　 シ 　　　ル ト

細 砂　 　粗 砂 細　 レ　キ 中 レ　 キ

P 　　ブ　　ノレ ボ ル ダ ー
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　 砂　　 　　　　　 　　　　　 　　　v 　　 　キ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ー1
　　　　　　　　　　　　　　　　　：ヒ 質 材 料 　 　 　 　 　 　 　 　 岩 石 質 材 料

（注 1） 土 質材料の 粒径区分 に よ る粒子名を意味す る ときは ，上 記区分名に 「粒子」 とい う言葉 をつ ：ナ，上記 粒径 区分幅 の欝成 分 を意

　　　　昧す る と きは ，上 記 区分 名に 「分 」 とい 5言葉 をつ け て，分類名，土 質名と 区別す る。
（注 2） 土 質材料の 74

μ 以 下の構 成 分を 「細 粒 分 」，74 μ か ら 75mm まで の構成分 を 「粗 粒分」 と い 5。

　　　　　　　　　　　　　　　　図
一1 粒 径 の 区分 とそ の 呼 び名 （日本 統一土 質分類 ）

匡蚕也
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レ キ 1｛G ｝

細 粒分 が

工5％未満

．L塾 よこな 一ヒキ　〔G 〕

担粒分 が 5％ 未満

細粒分が 5 ％以上 15％耒満

細 粒分 ま じワ レ キ 　〔G−F 〕

」
レ キ質 t，　｛GF ｝

シル トま じ リ レ キ

粘 土 ま じ リ レ キ

有機質」二まじ 1ル キ

．
畑 灰 ま 吩 レ 眉

・細粒分 力
「15％以＿卜50％未 ｝両

’

：Uc≧10，エ＜U6≦ノ
「
σ己

：（GW ）の 条件 を満た さ な い もの a

u ）：Ve＜工0

・）：U ・≧10，・ue ≦1また ltve＞．
・VE

　　　　　　　　 （G・M ）：細 粒分が シ ル トで ある。

　　　　　　　　 （G ‘C）：細粒分 が粘性 上 で あ る。

　　　　　　　　
．
（G−0）：細粒分 が有機質土 で ある．

畑 灰 就 ワ ・ 眉 （G・v ）：pm粒分 が 火皈 質土で 茄 。

シ ル ト 質 レ キ 　（GM ）：細 粒 分 が シ ル トであ る。

粘 七 質 　レ　キ　（GC ）：細 粒分 が 粘性土 で ある 。

有 機 質 　レ キ　（GO ）：細 粒分が 有機質上 であ る．

火 山 灰 質 レ キ （GV ）
：緬粒分 が火山灰買止 で ある。

［iPt ］一一’一一一 こ れに ・ ・ て ・ 瀰 蘇 は ・ キ粒土 畍 貅 系・ 中・ … 字を砌 字・，・。 記号 ，・。 言，号 。． 。か 。れ ば 、い．
　 　 s

：塑性図 でA 線の 下，PI が 1無い ．
グ イ レ イ タ ン シー現象が 顯聟

：，
乾燥強 さが 低い。

：塑性 図で A 線の 上 また は そ の 付近
PI が 高 く．ダ イ レ イ タ ン シ

ー
現

象 が な く，乾燥強 ざが 高 い 。
：塑性 図 で A 線の 下 で 有機質．
暗色で 有機 臭あ り。

｛V ｝ ：塑性図で A 線の 下で火

　　　 質。

ピ
ー

ト　〔Pt）：繊維 質の 高有機質土。
高有機 質土

（ML ）・ZVL く5・％

（M ｛）：WL
’
≧50％

5
’
O％

5 ％

質であ る。

　【翩 　 　 　 黒 泥 幟 ）：分解 磁 儲 融 機質土 ，黜 鰻 する・

（注 1）．レキ粒土 な らび に その 絃分類以 外の土 で レ キまじ り の 場合 ，「 レ キま ビリ」 の言葉を分類名に付し
， 英字記号の末尾に 9を添轟 るこ とS「で きる。

（注 2）〔G・F〕お
’
よび その 詳細分類記号の場合に 馬 ハ イフ ン 記号 を粒 度 n 良否 を表 わすW ，P など でお きか え g 〔GWF 〕，（GPC ）な どの よ うにする

　　　こ と が で き る。〔S・F〕お よび その詳細分頚記 号の場 合に も同様 であるe

図一2萋
．
工 学的土 質分類基準 （目本統一土質分類）
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4．　 土 の 分類 ， 分類名 ， 分類記号

　 まず，土 を 観察 し，そ の 構成 成 分 の 大部分 ボ有機質材料

で ある 「高有機質土 」 ｛Pt｝ とそ うで な い 土 とに 分類す る 。

　「高有機質土 」 ｛Pt｝で ない 土 は ， 粗粒分 が 50％ よ り多

い 「粗粒土 一1 と，細粒分 が 50％ 以上 の 「細粒土」 F に 分

類す る 。

　「粗粒土 」 は ，
レ キ 分が そ の 粗粒分 の 5  ％ よ り多 い 「レ

キ粒土」 G と ， 砂分 が その 粗粒分の 50％ 以 上 を 占め る「砂

粒土 」 S に 分類す る 。

　「高有機質土 」 〔Pt｝は，4，1 「高 有 機質土 」 ｛Pt｝の 分類

に ， 「レ キ 粒土」 G は ， 4．2 「レキ粒± 」G の 分類 に ，
「砂粒

土」 S は ， 4．3 「砂粒土」 S の 分類 に ，「細粒 土 」 F は ，

4、4 「細粒土 」 F の 分類に 従 い
， さ らに 細分類す る （図

一2，

3，4　参貝弓）o

　なお ， この 章以下 に 出て く る 「 」 で 囲 っ た 言葉ボ土 の

分類名，英字記号が分類記号 で あ る 。 分類記号に 関 して は，

括弧で 囲 ま ない 太字の 分類記号は 大分類 ， ｛ ｝ で 囲 っ た

もの は簡易分類，〔 〕で 囲 っ た もの は 中分類，（ ） で 囲

っ た もの は 詳細分類 で ある こ とを示す 。

　4．1 厂高有機質土」 ｛Pt｝の 分類

　「高有機質土 」 ｛Pt｝は，観察に よ り， 繊維質 の 残って い

る 「ピー ト」 （Pt） と分解の 進 ん だ 黒色を呈す る　「黒 泥 」

（Mk ）に 分類され る。

　4．2 「レキ 粒土 」 G の 分類

　「レ キ粒土 」 G は ， 細粒分が 15％ 未満の 「レキ」 ｛G ｝

と， 細粒分が ユ5％ 以 上 50％ 未満 の 「レ キ質土 」 ｛GF ｝

に分類 され る 。

　4．2．1 「レキ 」 ｛G｝ の 分類

　「レ キ 」 ｛G ｝は ， 細粒分が 5 ％未満 の 「きれ い な レキ」

〔G 〕と， 細粒分が 5 ％ 以上 15％未満 の 「細粒分ま じ リレ

キ 」 〔G −F〕 に 分類 され る。

　4，2，1，1 「きれ い な レキ」 〔G〕の 分類

　「きれ い な レ キ」 〔G〕は ， 均等係数 Uc ならび に 曲率係

数 Uct （注 4 ）に よ り，次の よ うに 分類され る 。

　Uc ≧ ユ0，1＜ σ♂≦ V τ写 の 場合，「粒度 の よ い レ キ 」

（GW ）。

　上 記 の 条件を 満 た さない 場 合， 「粒 度 の わ る い レ キ」

（GP ）。

　「粒度 の わ る い レ キ 」 （GP ）は ，
　 Uc＜ 10 の 「均等粒度 の

レキ」 （GPu ） と，　 Uc≧10，　U ，「≦1 ま た は Uct＞ 》 τ7 の

「階段粒度の レキ 」 （GPs） とに 分類 され る 。

（注 4） 均等係数 Ue な らびに 曲率係数 Uc’の定義は 次 の よ うで ある。

　　　　　　　
臨

昭 畿
　　　　　　　　Uct一器癒
　 　 　 　こ こ に ．DiO，　D3 。 お よび D6e は ，それ ぞれ．その 土の 粒径加積

　 　 　 曲線に お い て，ユ0％，30％，60％ 通過に相 当す る粒 径で あ る。
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　 　液　性　限　界　iVL　榔 ）

図一3 塑性図 （口 本続一土質分類）

150

　 4．2．L2　「細粒分まじりレキ」 〔G−F 〕の 分類

　 「細粒分 ま じ りレ キ 」 〔G −F〕 は ，そ の 含有す る，細粒分

の 種類 が ， 後述す る 4，4 「細粒土 」 F の 分類に 従 っ て ，シ

ル ト ｛M ｝，粘性土 ｛C｝，有機質土 ｛0 ｝，火山灰質粘性土

｛V｝ の い ずれ で あ る が を 判別 し，「シ ル トま じりレキ」

（G −M ），「粘土 ま じ リレキ 」 （G −C）， 「有機質土 ま じ りレ

キ」 （G −O）， 「火 山灰ま じ りレキ 」 （G −V ）に 分類す る 。

　 な お ， 「細粒分 ま じ リ レ キ 」 〔G −F〕 お よ び そ の 詳細分類

（「シ ル トまじ リ レ キ 」（G−M ）な ど）は，4，2，1、 1 「きれい

な レキ」〔G 〕 の 分類に 準 じて ， 粒度の 良否 を判別 し，「細

粒 分 ま じ りの 粒度の よい レ キ」 〔GWF 〕， 「シ ル トま じ りの

粒度の わるい レキ」 （GPM ）な ど｝こ分類す る こ とがで きる。

4．2．2 「レ キ質土」 ｛GF ｝ の 分類

　 「レ キ 質土」 ｛GF ｝は，そ の 含有す る 細粒分 の 種 類 が 後

述する 4，4 「細粒土 」 F の 分類に従 っ て，シ ル ト ｛M ｝， 粘

性 土 ｛C ｝， 有機質土 （O｝， 火 山 灰 質粘 性 土 ｛V ｝の い ずれ で

ある か を 判別 し， 「シル ト質 レキ 」 （GM ），
「粘土質レキ」

（GC ），「有機質 レキ」 （GO ），「火山灰質 レキ」 （GV ）に 分

類する Q

　4，3　「砂粒土 」 S の 分類

　「砂粒土 」 S の 分類は ，図
一4 に 示す よ うに，4．2 「レキ

粒土 」G の 分類 （4，2，1〜4．2，2 を含 む） の 記述に お け る

レキ の 字を砂 の 字に ，G の 記 号を S の 記号 に お きか え た も

の に 相 当す る Q

　 4．4　「細粒土 」F の 分類

　「細粒土」 F は ，液 性限 界 WL ，塑
．
性辮数 Ip を 塑 性図

（図
一3 参照）に プ ロ

ッ ト し ， 塑性指数 Ip が 6以上 で A

線 （Ip＝0．73（Wb
− 20））よ り高い 値を示す もの を 「粘性土 」

｛C｝とす る。A 線よ り低 い 塑性 指 数 また は 6 未満の 塑 性指

数を もつ 細粒土 は ， そ の 構成成分に よ り，
「粘性土 」 〔C

’

｝，

「シル ト」 ｛M ｝， 「有機質土 」 ｛0｝，「火山灰 質粘性土 」 ｛V｝

に 分けられ る 。

　 「粘性土 」 ｛C 广
｝は 塑性図 に お い て A 線の 下に ある （塑性

図で ，ち＝20 と lp＝WL − 50 よ り上方 に 多 く認 め られ る）

が，ダイ レ イ タ ソ シ ー現象が 顕著で な く，乾燥強さボ中位
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〔Uc ≧ lo．1＜ Ub ≦ IVE ）

粗

粒
土

土

質
材
料

（
75
 

以

下
の

地

磐
材

料〉

〔
細

粒
分
と

糧
粒

分
の

い

ず

粍

が

多
い

か）

レ キ粒土

（
レ

キ
分
と

砂
分
の

い
ず
れ
が

多
い

か）

G

レ キ ，
IG｝

（

黝

総）

「瀛 ・
レ キ 〔G ）

〔

鵜
し

来田蟹〔分 ま ヒ リ レ キ 　〔GpF 〕

杭 度 の よ い レ キ

．叱 ル 　ト 質 レ

．
キ國

細粒 分 が IM｝，．ICI，｛0｝，．｛vt（。 。 。。 。 。 棚 ） 粘 土 　質 レ キ

．．
有 機 　質 レキ

辿 ．璽」廴 L 圭」

（GW ）

（GPu ＞

（GPs ）

E塹 ］IG・FI

砂 粒
．
卜

s

（Vc ≧ 10，1く U ヒ ≦ AJE） 　　　　　　 ヨ
粒 度 の よ い 砂

（G・M ＞

〔G
・C ）

〔G・0）

（G−V）

（GM ）

（GC ）

（GO ）

砂

lS｝

〔

嫐

蠶

きれ い な砂 1 〔S 〕

〔
繖

騫
〕

（上記 条件以
tt
ト〕　　〔Uc く 10）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 均 等 粒 度 の 砂

粒度 の わ る い 砂

　 　 〔SP ）
　 　 　 階 段 粒 度 の 砂
（Uc ≧ le）

（sw ）

（SP の

（SPs ）

細粒 分 ま じり砂 　〔S・F〕

璽 1コ｛SF ｝

（S・M ）

（S−Cl

（S・0 ）

（s
−v ）

シ ル 　 ト　 質 砂

（
総 鋼 Ml ・｛CLI °｝・｛V ｝

）の い ず粍で あるか。 粘 土　 質 砂

．．
有 機 　 質 砂

火 山　 灰　 質 砂．

（SM ）

lSC）

（SO ）

FL粒細

（
官
同

右月
機
質
で

あ
る

か

な
い

か）

　 　 　 　 　 〔液性 限 界が 50％ よ り高 い か 抵 い か ）
9冗：

’
F
．
1iMl

v ル ト〔低液 性限 界｝

ンル ト｛高液性限 弄｝

〔ML ）

（MH ）

半占
．1生十　　［C ］

腋 性 眠 界が 50％ よ り高 い か低 い か） ．粘

結

土 　（CL ）

−L 　（CH ）

！5機 盲
．
tt　［o｝

「

翼Tf亟 爾 ］IVl

膿購 繍 罅 。 低 。。）
有 撻 質 粘 質 土

有　機 　質　 枯 土

．有 機 質 火 山 灰 土

（
イ1
．
機 質 で あ る カ・な い 力瓱

滴
・
「生限 界力

‘80％ よ り高 い か f氏い か） 火山灰 質粘性 土 〔1 型）　　．．
lV｝

火 山灰 質粘性 土 ：：1理 9

r’　　　　　　　　　’　　　−t
高イ「機買土 　　IPd

臟鬣鸞 ：る か） ピ

黒

　 （OL ）

　 （OH ）

　 〔OV 〕

　 （VH ［）

　 （V 琉）

i・（P ヒ）

泥 　（Mk ）

（tA　1） レ キ粒土 なも ぴ に そ mt 田ラ瀬 以外の ．Lで レ キ批 1
，の 場合 ，「 レ キ ま じ

1
，」の 言 勲 分 頬 名に伺 し，英宇記 号の

　 　 末尾 に 轌を 15え る こ と カ・て ！るc
（注 2．1〔G −F〕お よ r｝

’
そ の 詳 矧分 類 記号ジ：場合に 臨 ハイフ ン記 琴を赴度 の 良否を表 わす W ，P な どでお きか i†　〔G

　 　 WF 〕，（GPC 〕な ど の よ うに する こ と が で き 轟。　〔S
− F 〕お よび そ の 詐紐曾 頬記号の場 合 に も同 様で あ る。

図
一4 工 学的 土 質分類体系 （日本統

一
土質分類）

な い し高い もの で ，「粘性土」 ｛C｝ と同種の 土 と見な し う

る もの で ある 。 それ に対 し，「シ ル ト」 ｛M ｝は ，
ダイ レ イ

タ ソ シ ー現象が 顕著で
， 乾燥強さカミ低い

。
A 線の 下に ある

「粘性土」 ｛C
’

｝で あ る こ とを こ とわ る必要の な い 場合に は ，

「粘性土」 ｛C｝に 含 め て扱うこ と とする。

　塑性図に お い て A 線の 下lcある 「粘性土」 ｛C
’

｝，
「シ ル

70

ト」 ｛M ｝以 外の 土 は ， 「有機質土 」 〔O｝と 「火山灰質粘性

土 」 ｛V ｝ とに 分けられ る 。 「有機質土 」 ｛0｝は 暗色で 有機

臭がある こ とに よ り判別 で き， 「火山灰質粘性土 」 ｛V ｝は ，

主 と して ， 地質学的情報 に よ り判別す る が ， 軽石な どの 火

山放出物を含む こ とに よ り判別 し うる こ ともある 。

土 と基礎，20− 5 （171＞
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　　　　　　　　　　　表
一1 土質 名 とその 定義 または 説 明，な らび に工 学 的分 類 体 系 との 対応 （日本統一

土 質分類 ）

masm 名

．
土 　 質 　 名 　 　 　 定 義 ま た は 説 明 　 　 … 工 学的頒 鯀 との対応

レ キ

粗 レ キ

中 レ キ

細 レ キ

　　細 粒 分 が

一．1　 5％ 未満

レ 　　 キ

土質瞬

砂

土質砂

トルシ

　 　　砂

シ ル 　ト

粘 　　土

有機質土

火 山 灰

シ ル 　ト

粘 　　土

有 　 　機

火 山 灰

レ キ

まじ り

「

i質

レ キ ま じ り 砂

　　 　砂

レ 　 キ

粗 レキ

中 レ キ

細 レキ

砂 レ キ

レ　 キ

粗 レ キ

中 レ キ

細 レ キ

キレ砂

細 粒 分 が

　 5％以 上

　15％未満

細 粒 分 が

　15％以上

　50％未満

粗
一
細

細 粒 分 が

　 5％未満

ほ とん どの 粒子が 　 2〜75　mm の 場合

’「 20〜75mm の 場 合

伊

一
”

5〜20　mm の 場合 〔G 〕

2〜5mm の 場 合

か な りの砂 分 を含む レ キ

　

」

砂

砂
  皿

砂

細粒分 がシ ル ト ｛M ｝

．＿1i

（G −M ）

Sl　 粘性土 ｛C ｝

tl　 有概質土 ｛0 ｝

（G −C ）

〃　 火 山 呎質粘性 土 ｛V ｝

t1　 シ ル ト　 　　 　 〔M ｝

tt　 粘性 土 ｛C ｝

tl　 有機 質土 　　 　 ｛0 ｝

　 tl　 火山灰質粘性土 ｛V ｝

レ キ を含む砂

ほ とん どが 　74 μ か ら 2．Omm の 場 合

〃 O．42mm か ら 2．Omm の 場合

シ ル 　ト

粘　　土

有機質土

ま じ り

火 山 灰

粗　砂

細 砂

シ ル 　ト

粘 　　土

有 　 機

質

火 山 灰

　 　 　 シ

〃 T4μ か ら 0．醤 mm の場 合

1雛 分 が シ ・レ ・ ｛M ｝

細 粒 分 列 　 ・’ 撒 土 　 ｛q

鳥撫 1
−

；
一

肴機爵7r6 ｝

砂 　［

粗　砂

細　砂

厂’　 火山灰質粘性土 ｛V｝

　　　　　　 1

細 粒 分 が

　15％ 以上

　50％未満

〃 　　シ ル ト ｛M ｝

tt　 粘性土 ｛C ｝

tl　 有機質土 ｛0｝

te　 火 山 灰質粘性土 ｛V ｝

（G −0 ）
（G −F ）

（G −V ）

　　 （GM ）

（GC ）

（GO ）

（GV ）

〔S〕

（S−M ）

（S−C ）

（S −0 ）

（S −V ）

（S −F ）

（SM ）

（SC ）

（SO ）

（SV ）

　 　 ｛M ｝

｛G ｝

ノレ ト

粘：性 土

唱

砂 質 シ ル 　ト

砂 　 質 　 粘 　 土

シ ル ト 質 粘 土

粘 ±

有 機 質 シ ル ト

有磯質土

有機質シ ノレ ト粘土

亨機 質 砂 質粘土

有 機 質 粘 土

細 粒 分 が

　凶）％ 以 上

砂 分が 目立 た ない

砂分が 目立つ

砂分が 目立 つ

砂分が 目立 た ない

ダ イ レ イタ ン シ
ー
現象 が顕

著 で，乾燥強さ が低 い。

ダ イ レ イ タ ン シ ー
現象がな く，乾燥

強さ が高い 。

有機成分を

含み ，黒色

また ぱ暗色

で，有機臭

がある

無 機成 分は 　シ ル ト

tl シ ル ト質粘土

lt 砂質粘土

厂 粘土

tVL く50

tVL ≧50

tVL く 50

WL ≧50

｛GF ｝

黒 ボ ク，関 東 ロ ーム （黒 色）な ど

火山灰質

粘 性 土

｛S ｝

〔SF ｝

（CL ）

（CH ）

（OL ）

（OH ）

！t 火 山 灰質粘性土 （OV ）

火 山灰 質粘性土 で ω
五
く 80 （VH1 ）

｛C ｝

【O｝

G

灰 土

関東 ロ ーム な ど各地の ロ ーム

高 有 機
質 　 土

ピーb，泥炭 など

黒　 泥 　 な 　 ど

’’ tVL ≧80 （VH2 ）
｛V ｝

S

繊 維質の 高有機質土 （Pt）

分解の進んだ高有機質土 （Mk ）

F

｛Pt｝

　4，4．1 「シ ル ト」 ｛M ｝の 分類

　「シ ル ト」 （M ｝は，液性限界 tVL が 50％ よ り低 い 「シ

ル ト （低液性限界）」 （ML ）と 50％ 以上 の 「シ ル ト（高液

性限界）」（MH ）｝こ 分け ら れ る。

　May ．1972

　4．4，2 「粘性土 」 ｛C｝の 分類

　「粘性土 」 ｛C ｝は ，液性限界 tVL が 50％ よ り低 い 「粘

質土 」 （CL ）と50％ 以上 の 「粘土」 （CH ）（また は （CH り）

に分け られ る 。
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　4，4，3　「有機質土」 （O ｝の 分類

　「有機質土 」 ｛0｝は，自然試料 の 液性限界 WL ポ 5 ％

よ り低 い 「有機質粘質土 」 （OL ）と 50％ 以上 の 「有機質

粘土 」 （OH ），ならび に 火山灰質土 で あ る 「有機質 火山 灰

土 」 （OV ）に 分けられ る 。

　4、4，4　 「火山灰質粘性土」 ｛V ｝ の 分類

　 「火山．灰質粘性土」 ｛V｝ は 有機質 で あ る 「有機質火山灰

土」 （OV ） （4，4，3 に 既述）， 液性限界 tVL が 80％ よ り低

い 「火山灰質粘性土 （1型）」 （VH 、） と SO％ 以上 の 「火

山灰質粘性土 （∬型）」 （VH2）に分け られ る 。

付 表
一1 土層 断面の 彩色な らびに 土層英字記号の 例

地 質時代，層序 土 質

上　部

表 土 ，埋 土 ，盛 土

高有機質土 ｛Pt｝

1砂 ｛S ｝

彩 色 鞴磐

　 5，　 分類表示 法に関する補足

　前章 4，で 示 した 分類表示法に 以下 の 補足を行な う。

　5、1 「レ キ ま じ リ」 を示 す言葉 と記号

　「レ キ粒土1 ならびに そ の 細分類以外の 土で
，

レ キ ま じ

りの 場合 ，
「レキ ま じ り」 の 言葉を分類名に付し ， 英字記

号 の 末 尾 に g を 添 え る こ と が で き る 。 　（例）　 「レ キ ま じ り

粘土」 （CHg ）。

　 5，2 推定による詳細分類 の 記号

　粒度試験，液性限界試験お よ び塑
．
性限界試験な ど に も と

つ か ない で ，推定に よ っ て詳細分類記号を 用 い る場合は ，

分類記号の 上 に横線を引く。 （例）　（GW ），（C苴）な ど 。

　5．3 土質名ならびに俗称の利用

　工 学的分類名の 代わ りと し て ， 土質名 （後述の 6．土質

名参照） ま た は その 土 に 通用 し て い る俗称を分類記号 と組

み 合わ せ て 使用 して もよい 。　 （例） 砂 レ キ （GW ）， 関東

ロ ーム （VH2），ペ ソ トナ イ ト （CH ），黒 ボ ク （OV ）な ど。

　 5，4　特殊土 の表現

　既述 の 分類名で は 不 適当と思わ れ る特殊な 地盤材料 は 次

の 例を参考に して ， そ の 都度，わ か りやすい 表現を用 い る 。

（例）　 コ ーラ ル （さん ご ， 動物質材料）。

　5，5 「廃棄物」 の 記号

　一般廃棄物，産業廃棄物など，「廃棄物 」 に 対す る分類

記号は ｛W ｝ とす る 。

チ ＝ウ積層

　 　 　 　 埋立材料 を英
色 を 識 らな

！字記号 で示 し

い

一… 薩翻
イ

ご く うす い

黒色

うす い 黄 色

砂 質土 ｛SF 脇 蘇
黄 色

APtAS2ASF2

粘
．
性土

砂

｛qi
．謡

す し

L！ …

〔S｝
．
蘿

や か な ； AS1

i砂質土

下 部 「雛 土

｛SF 嘘 琶議 ・・F ・

｛C ｝

レキ

レ キ 質土
　｛G ｝
｛GF ｝

火山灰質粘性土 　｛V ｝

砂 ｛S｝

土
…
土

質
…
性

砂
．

粘
部上

洪 　積　層

中　部

｛SF ｝

　｛C ｝

レキ

レ キ 質土
　｛G｝
【GF ｝

砂 ｛S｝

5す い 青 色 　　 ACI

ご く 5すい 1
黄 赤色 　 　 1

明 る いヲく黄

色　．一
黄 色

黄 色の 横線

な
・
刀やざ

色
あ
青

うすい 黄 赤
色

砂質土

に ぶい 黄 色

｛SF 暘 鍵
色

G
・
VADDS3DSF3DC3DG3

粘性土

DS2

｛C ｝　 さ丸 た青 色

DSF2DC2

レ キ
レ キ質土

　｛G ｝
｛GF ｝

下　部

第　 三 　 紀　 層

砂一 ｛S｝

砂 質土 ｛SF ｝

粘 性土 ｛C ｝

レ キ
レ キ質土

　 ｛G ｝
｛GF ｝

砂

泥

岩
一
岩

耋靆
か な

　DG ・

ふ か い 黄色

ふ か い 黄色
の 横 線

青 　 　　色

黄 　赤　色

あざやか な
黄緑 色

DSIDSFIDC1DGI

　 砂分 （74，u 〜2．Omm｝（知

〔a）フル イ分 けによる粒度測定 のみの場合

72

凝 灰

TS

創 灰

暗 順 馳 lTC　　　　　　．d− ．
青 琶iTT

＊
第 1文字 の A は チ ュウ積層，D は洪積層，　 T は第三 紀層を 示 し，　k れ に つ

　づ く文宇 は土 質 また は岩 質 （第 2文宇の T は凝 火岩）を示す。 サ フ ィ ッ ク

　ス の 数字は同
一

地質時代の 同種土 質層 の 下 部か ら の順 位を 示 す。

5．6　人 工 的埋立 て土 の 記号

土 質調 査 報告 な ど に お い て ，人工 的 に 埋立 て られ た 部分

　　　　　　　　の 分類記号trcは 下 に横線を付して ， 自然

　　タ イ積土で ない こ とを示 す 。

　

儲

　　　シル ト分　〔5μ
〜74μ）〔％｝

〔b〕 比重浮ヒョ ウによる杜度測定も行なっ た場合

図
一5 三 角座標 （目本 統一土 質分 類）

　 6， 土質名

　土 質調査などで ， 対象 の 土を詳し く表

現す る た め に 用い る土 質名 と そ の 定 義 ま

た は説明，な らび に工 学的分類 との 対応

を表一1 に 示す。

　 7．　 三 角座 標表示法

　粒度試験 の 結果に もとづ き，土 の 粒度

組成を図示する た め に用 い る三角座標 は

図一5 に 示 す もの とす る 。

　　　 　　　　 　　土 と基礎 ，
20− 5 （1了1）

N 工工
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8．　 図式記号

　岩石質材
．
料 ， 土質材料 ， 廃棄物を含 め て ， 地 盤調査の 結

果を柱状図 な どで 表現す る 際に 用い る 図式記号 は 図一6 に

示す もの とす る 。

9．　 関連事項

　 9，1 土層断面図表示法

　土層断面図 を彩色な らび に 英字記号 で 表示 す る際に は 付

表
一1 を 参考 と して 行 な う こ と とす る 。

区
分

山
石

石

質

オ≠F

斗誥

告

馬角

分　 類　 名
ン

ド

リ

一
」
ノ

コ

機

・

片
昇

一
電

タ

ボ　 ル　 ダ

コ　　 ブ　　 ル

工 工工 工 1 ⊥ 工1エエ ⊥ 1工

工工工工III τIIITI
IIITTI 丁 丁 IIII エ

工工工II エ工工工工1工工

⊥ 工III 工II工II 工1

エ

エ

1
、

工

工

工

、

1
、

1
、

1

工

工

1
エ

1
工

工

工

1
、

工

工

工

I　 I　 工　 I　I 　工　工

工　 l　I　工　工　工　工

1 工　工 工　1　工 1

工　工　 工　工　工　工 工

BBBBBBB

BBHBBB

BBBBBBB
BBBBBB

OG 　OG 　OGO
GGCGCO

OCOGOCC
C　じ GOCG

レ

　 　 　 O　 O　 D　 O　 O　 O　 D

　 　 　 　 ロ　 ロ　 　　 o　 　　 　

キ　IGI　Io　o 　o 　o 　o 　oo
　 　 　 　　 　 　ロ　　 　ロ　 o　o

　 　 　 …。。n 。…

・
ノ

一
七

■
0
，
幽
幽
呷
，

凾
■

，

，

凾

0

■
，

．

■

．
，
0

卩

（
丶凵

　 　 　 　 　 　 　 　 つ　 e　 ロ　 　　 ロ　 　　 ロ

。 キ 質 土 IGFI　i。　。 。 ＿ ．

　　　　　　　　I
　 　 　 　 　 　 　 　 O 　 O 　 O　 Q 　 O　 O　 O

砂　 質　 土 iSF｝

易

分

百門斐3

シ　　 ル 岡

粘　　
．1生　 土 ｛Cl

有 機 質 土 ｛oiII

　　　　 II　　 II　 II
　 II　　 II　II

　 II　　　　　 II　 II　 II
　 II　　　 II　

．
I　 II

　 II　　　 II　　　 II　 II

手 が き

図式記号

OO
（⊃

○

Q

o　 ⊃　 c 　 oO

　 D 　 　OO

　 o 　 O 　 oo

　 O　 oD

　 D 　 O 　 O

り墜O
　
9

，　
．

O　
■

曹
■

．
9
・，

」．」

D 　 　O　 　O　 　5

火山灰質枯性土 1叫

高 有 機 質土 iPtl

廃　 棄　　物 ｛wi

．：　　o　 u　 G

，　　　■　　・　　　■

IE　 LL　 II　 IIII

　 bl　 II　 11

　 　 　 　 　 　 1［　 既　 11　 11

尸
〆　厂　！　／　ダ〆

／

／

／／／／、引　 　 　 　 　 　 一

／ ／ ／ ／ 〆 d
！　
ダ
　’「〆　！　 ’ノ E一

rrrrrrrL

∴
エ

∴∵ r

「

r

。  ∵ 。

「

。    L

r　 「　 「

r　 r　 「

r　 r　 r

wwwWwww
」

WWWwWW
　　　　　　

ll
豈 Iwww 　 　 ww

WwWWWWl
WWWWWWW

区

分

や

や

く

わ

し

い

分

百P莞丼

の

膏

寺珪

殊

記

吻
万

分　 類　　名

き れ い　な レ キ

　 　 〔G〕

電篁握 プ リン 　
三 が き

タ ー・コ
ー

ド　　図式記 号

OOOOOODOOOODD 　 OCQ 　O 　：．／t
OOODOOCOOOOOD 　O り O 〔，つ ：：
OOODOOOOOOODO 　 C 　O　：　O　つ　じ

OGO つoo りoucooo 　．：10000c
OCODOOOU ロじ O ロ ワ　 C．　O　O ： ．：．　C．

細 粒 分 混 じワ レ キ

　　〔
n
．
　− F〕

iD∴
°

。

°

∴
°

。 
゜

∴
°

。

！DoOeoOe
「
o 　 o 　 c

ト。 。 oooo 　F　o 　O 　O
IO 　 U　O　 O　 O　O　 D　〔　　

厂・
　
・t

レ　 キ　 簣　 土

　　［GF ｝

き　れ　 い　な　砂

　 　 〔S〕

゜ ° ° ° tt ° DI ⊃

o 。 Doo 。 oI
’o
　

o

　 　 　 　 　 　 ．⊃　　 　 　　 　　 　tl
O　 O　 O　 O 　 O 　 ロ　 0

紐，f立分，昆　じ　ワ　砂

　　〔s − F〕

砂　

　

粘　

　

●　，　・　じ　o　・　．

，　　　●　　　●　　　o
■　　　　．　　　■

ウ

穿占　　　　　　　　　　　　　土　　　　
@「冒−一一一一一一一；．

；　
＝
．．

　　 （cH）　　 　　．．．＝r＝．．．．一

．土質縺

zfL
質機

｛屑 11 　11 　 　　　 　Jl 　　　1111 　IJ 　

@11 −一一一一一
一

一一… … II　I　I．　 II 　il 　 I　I 目…　 1旨

II 　IL 有

　 質 　枯　 土

　　（ OH ） II 　I 　I 　

　II 　I　 III 　II　II
I 　I　

I　 II−一
一1　 ．1　 1

@11　 1　 ［1 　1

DII ． 目 ． 1

1 ． 省機

火山灰 土 　　〔 OV 〕 11　1
@． I　 I 　il　I
II ／

〃
〆〃〃 、ソ，’ 〃

i 　　 I ． 　1　 ［I 　

II 〆！〃／〆！”〃 ，’〃 II　

I　II 　

　II 　11 　［：

I　」 1 ．I　 II

」I 　III

ll　II 　lluIIIIJt

＿！ ：II 　I

I目H ‘氏．l 　It 　It 　lj 〔 ＞H，〕，〔VH，）は1、 月

図式記号，ピ ートi［Pt ！， 黒泥1 ： 唾）

は蔦 有 撮質 ナ ：
C｝の圜式記弓を

いる ． 貝 　 　が

　 ら 1 ％

％ ％

Q ！ QQ9

ｶQt2P
∫ 翔 99

石 表 土

　 埋 　 土

PPPPPPPPPPPPPPPPPo

　臼　

Q　 9
臼　
9
　 9 △

△　 △ △　△

｢ 　△ 　△ 　1鉦1 昌〒雫材干一を1

1記号 で記tl ．1 困 一 6 柱 状図用図式記

（日 本 統一土質分 類 ） 9． 2 キー ワ ー ド
と

し
て用い

べき 土質 分類 名 文献の 分 類や 情報の検索に
役立 て るた め

キ ーワードと し 用い

べき土
質
分類 名 と そ の 定 義 を 付 71 − 2 に 示 す 。 Mayp 　
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付表一2 地盤材料 （岩石質材料，土質材料，埋立 て 材料）の キ
ー

ワ
ード

革 ワ ニ
ー
「
一．．

盤
一
ル

キ

　

ダ

　

　

ブ

　

ル

岩

ポ

コ

レ

レ 　キ 　質 　土

砂

砂 　　質　　土

シ 　 　 ル 　 　 　ト

粘 　 性　 　土

英 語

Rock 　Mass

BoulderCobbleGravelGravelly

　Soil

SandSandy

　SoiI

SiltCohesive

　Soil

u

皿

O
　

　

SS
　

c

駅
鯛

CCO土

土

土

　

　

質

質　

　

機

粘

粘

有

火山灰 質粘性 土

高 有 機 質 土

シ 　　　ラ　　　ス

マ 　 　 サ　 　土

火　山　性　土

ベ ソ トナ イ　 b

特　 　殊 　　土

Volcanic 　Cohesive　Soil
Highly 　Organic　Soil
ShirasuDecomposed

　Granite　Soi正
Volcanic 　 soil

Bentonite
Special　Soil

廃　 棄 　 物　 　 Wastes

備 考

岩石の 連続 体。
径が 30cm 以上の 岩石質材料。
径が 7．5cm 〜SO　cm の岩石 質材料。
粗粒 分 （74μ 以 上 ）が 50％ よ り多 く，レ キ分 （2〜75mm ）が粗 粒 分の 50％ 以 上 を 占め，細 粧

分 （74μ 以下）が 15％ 未満の もの 。

粗 粒分 （74 μ 以 上 ） が 50％ よ り多 く，レ キ 分 （2〜75mm ）が粗 粒分の 50％ 以 上を 占め ，細粒

分 （74 μ 以下）が 15％ 以上 50％ 未満の もの 。

粗粒分 （74μ 以上 ）が 静D％ よ り多 く．砂分 （74 μ
〜2mm ）が阻 粒分 の 50％ 以上を 占め ，細粒

分 （74μ 以 下 ）が 15％ 未満 の もの 。

製盆島鮒素
）
1謬臨 鱗 福殲61生岬 mm ）が 雛 分 醐 ％ 肚 を占め ・縄

細粒分 （74 μ 以 下）が 50％ 以上 ，塑性図で A 線の 下，塑性 ひ もが で ぎず，ダ イ レ イ タ ン シ
ー現 象

が 顕著，乾燥強 さが 低い 。

細粒分 （74 μ 以下）が 50％ 以上，塑性図で A 線の 上，塑性ひ もが で ぎ，乾燥 強 さ度が 高 い 。粘質
土 と粘土の 両方 を扱って い るとき，お よび粘質土 また は粘土 に 区分 し得ない と ぎに 用い る 。 また ，
粘性土，有機質土，火山灰質 粘性土に 共通 した 問題 を扱って い る と きに は ，　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　 こ の キ ー

ワ
ードで代表

させ る。
細粒分 （74μ 以下）が 50％ 以上，塑性 図で A 線 の 上，液性限界 WL ＜ 50％ の 粘性土。
細粒分 （74μ 以下）が 50％ 以上，塑性 図で A 線の 上，液性限界 tVL ≧5α％ の 粘性土。
細粒分 （74μ 以下）が 5e％ 以上 ， 塑性図で A 線の 下，暗色 で 有機臭，乾燥に よ る塑性 の 変化 が

大 きい 。
細粒 分 （74μ 以下 ）が 5 ％ 以上，塑 性 図で A線 の下 ，関東 卩 一ム な ど各地 の 卩 一厶 。灰土 な ど。
きわめ て有機質 の もの 。 泥炭，腐植土な ど〇

九 州南部な どに 分布す る火山灰質砂質± 。

花 コ ウ岩質岩石の風化 して で きた土。
火山灰質粘性土 以外の 火山性土，た とえばス 召 リヤ （砂，火山性土 ）な どを示 すの に用 い る 。

モ ン モ リ ロ ナイ トを多量に 含む粘土 。

火山灰質粘性土，高有機質土．シ ラ ス ，マt 士 t 火山性土，ベ ソ トナ イ ト以外の 特殊 な土 を扱 っ た

場 含 お よび特殊土全般 に 共通する問題 を扱 っ た こ とを示 す場 含に 用い る 。

産業廃棄物や
一

般廃棄物。

解 説

1．　 ま え が き

　土 の 判別分類法委員会 が 日本統一土質分類 の 試案
1）

を発

表し ， 土 の 判別分類に 関す る シ ソ ポ ジ ウ ム
2〕 を開催 して 解

散 した 後 ， そ の 成 果 を 土質分類基準 の 確立 へ と持ち 込む た

め ， 昭和 45年 7月 よ り， 土 の 判別分類法基準化委員会 が

ス タ
ー

ト した 。

　当基準化委員会 が，土 質分類基 準を 確立 す る ま え に，行

なわなければならな か っ た こ とは ， 前回の 日本統
一

土質分

類試案
1） と従来 の わ 淤国ならび に ヨ

ー
ロ ッ パ 各国との 間に

み られ る くい 違 い に お い て ， い ずれの 基準 が 最良で あ る か

の 再検討を行な うこ とで あ っ た 。

　問題 とな っ た 諸点 は ，（1）レ キ と砂 の 粒径区分点 （4．76mm

か 2．Omm か の 問題）， （2〕細粒分含有率に よる 土質分類 の

しかた （ASTM3 ）
で は ， 5％， 12％， 50％ ，

　DIN4） で は ， 5％ ，

15％，40％に 区分点 が あ る ）， （3）粒度の 良否 の 判定基準（粒

度が良い た め に は ，曲率係数 Uci は い ず れ の 規 格 で も

Uc’・＝1〜3 で あ るが ， 均等係数 U 。 に 関 し て は ，　 ASTM

で は ，
レ キ に 対 し Uc＞ 4，砂に 対 し て Uc＞6，　DIN で は ，

レ キ ， 砂 とも Uc＞6 である） な どが お もな もの で あ っ た 。

　約 1年 6 か 月間に わ た る 当基準化委員会の 作業と して は，

わ が 国の 土 質材料に も とつ い て，工 学 的 性 質 との 対 応 で 上

記 の 諸点を検討 した ほ か ， 塑性図上 の 位置と工学的性質と

の 対応，粒度試験結果の 三角座標表示法 ， 土質調査に お け

74

る 現場 名 と工 学的土質分類 との 関係， 分類結果 の 図式記号 ，

土層断面図の 彩色基準 の 立案など力冶 まれて い る 。 こ れら

の 作業段階の 中間に お い て 開催 した 公開討論会
5）

に おけ る

各方面か らの 意見は ，基準案作製 に あた っ て 大 い に 参考に

なっ た 。

　なお ， 当基準化委員会 の 構成 （昭和 47 年 3 月現在）を示

せ ば次の とお りで あ る 。

委　員　長

顧　　 問

’厂

委員兼幹事

委

幹

’厂

’’

’’

’尸

ノ尸

’’

員

事

植 下 協 （名古屋大学工 学部）

三木五 三郎 （東京大学生産技術研究所）

山 田　剛 二 （川崎地 質株式 会 社）

井上　嘉信 （清水建設株式会社研究所）

浅川 　美利 （日本大学理 工 学部）

伊藤幸繭郎 （建設省建築研究所）

井

親

下

井

本

尾

藤

今

座

藤

松

松

村

斎

重利 （国鉄鉄道技術研究所）

勝喜 （建設省土木研究所）

利男 （  応用地質調査事務所）

正弘 （日本道路公団試験所）

一明 （運輸省港湾技術 研 究所）

重信 （農林省農業土木試験場）

孝夫 （東京大学大学院工 学研究科）

2． 粒径の 呼び名

粒径の 呼び名 に つ い て は，75mn1 以下を土質材料 ， そ

土 と基 礎，20− 5 （171）
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一Electronic 　 Library 　
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れ よ り大きい もの を岩石 質材料と し ， 図
一1 の よ うな粒径

の 区分 と呼び 名を提案す る こ と と し た 。

　今井 ， 村尾らの 実験的研究に よ れば ，
2，0〜4，76mm の 粒

径材料ぱ ， 4．76mm 以上 の 粒径材料 （レ キ）よ りも，
2，0

mm 以 下の 粒径材料 （砂）に ，よ り近 い 力学 的 性 質 を示 す

の で ， 力学的性質か らは 4，76mm （また は 5．Omm ）を砂

と レ キ の 粒径区分点 とする の が よい と考え られた
6）

e

　 そ れ に もか かわ らず ， 砂 と レ キ の 粒径区分を 2．Omm と

した こ とは ， （1）従来 の 日本に お け る 2．0　mm 区分の習慣

を尊重 した こ と ，   粒径混合土 を含 め た 各種 の 土 の 分類 と

工 学的i生質 と の 対応 に お い て ， 4．76mm 区分 の 分類体系

hミ， 2．Om 皿 区分 の 分類体系に 対 し ， 圧 倒的に す ぐれ て い

る とは い い 難 い こ と
7〕，（3）世 界各国の 基準や ， 従来 の 区分

法の 提案に は ，
レ キ と砂の 2．0　mm 区分が圧倒的 に 多い こ

と
8），（4）米国 に お け る 7学協会の 協議 の 結果が，2．  mm 区

分を 推薦して い る こ と9） な どを 考慮 した 。

　 その 代 り，し ば しば利用 され て 来た 4，76mm に 相当す

る 粒径区分点 を 細 レ キ と中 レ キ の 区分点 と して 残す こ とと

し，公称の 数値を ， き りの よい 5．Om 皿 とした 。

　粘土とシ ル トの 粒径区分点に つ い て は ，粒度分析 が精確

に 行 な い 得れ ば，粘土 鉱 物 との 対応上，2μ が よ り好ま し

い 区分点 で あ る。 しか し ， 現在 ，

一
般に 実施 され て い る程

度 の 分析で は ， 2g 含有量 の 測定は ，5 μ 含有量 測 定 よ り

さ ら に 不正確で ある と判断 され る。 した が っ て ， 粘土 とシ

ル トの 区分点に つ い て は，従来，わ が 国で慣用 し て き た

5μ を その ま ま 継承 す る こ と と した 。

　な お ， 75mm よ り大きい 岩 石質材料に つ い て は ， 岩 の

力学委員会とも協議 した結果，75mm 〜30　cm を ＝ ブ ル

（Cobble ），30　cm 以上 を ボ ル ダ ー （Boulder ） と呼ぶ 案を

示 す こ と と した 。 従来，地学関係で は ，
コ ブ ル を大 レ キ ，

ボ ル ダーを巨 レ キ と呼び，75　mm に レ キ分 の 上限をお い
・

て い ない 。 しか し，こ の 基 準で は ， 土 質 分 類 の 対 象を

ASTM 規格3） と対応 させ て 75　mm 以下 と し，2．O　mm 〜

75mm を レ キ分 とす る こ とから，75　mm よ り大 きい 岩石

質材料に 対 し ， 大 レ キ
， 巨 レ キ の 言葉を避け る こ ととした 。

　
一

方 ， 道路土工 指針
17 ）で は，コ ブル

， ボ ル ダーを，玉 石，

岩塊 として い る が ， こ れ ら は 地盤構成材料 の 大 き さを示 す

用語と して は 不適当 と考えられ る 。

　基準案に お け る コ ブ ル ，ボ ル ダーの 名称は ，そ の ま ま ，

ASTM に お ける 呼称
18 〕，　 Cobble ，　Boulder と対応す る も

の で ある 。

3．　 工学的分類体系

　粒径 75mm 以 下 の 土質材料 の 工 学的分類体系を 図一2
〜図

一4 に よ っ て 示 して い る 。 細粒土 な らび に 細粒分 の 分

類に 用い る 塑性図は 図
一3 で ある が ， 塑性図中 ， A 線と点

線 （tp　＝・　20 な らび に lp　＝ ・　WL − 50 の 線）で 囲まれ た領域 ，

な い し， その 周辺に は ，A 線の 下 に あ りながら， ダイ レ イ

Msy ， 1972
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タ ン シ ー試験，乾 燥 強 さ試 験な ど よ り判断 し て ， 粘土

（CH ）と した 方 が 適当 な 土 が多い 。 この 場 合 の 土 を （C ’H ）

と表現 し ， （CH ）と同 グル ーゾの 土 と し て扱うこ とに す る 。

　図一2〜図一4 に よ っ て 示 さ れ る 分類基準は ， 土質材料

の 工 学的性 質 との 対応
ア）・1°）・11）・12〕・13）を 参考 と し て 決 め た 。

　図一4 に お い て ， ［コ で 囲 っ て 示 した 名称泓工 学的分類

名 と し て 用 い られ る もの で あ り，英 字記号 ボ 分類 記 号 で あ

り， ｛ ｝，〔 〕，（ ）の 括弧の 順に簡易分類か ら 詳細分

類へ と細分類 され て い る こ とを 示す。 （ ）で示 す分類カミ，

日本統
一

土 質分類 の 最終 的 分 類 で あ る。 ｛ ｝ に よ る 簡易

分類 （付表
一3 参照 ）は概

　　　　　　　　　　　　　　　付表一3 簡 易 分 類

略 の 工 事計画や積算な ど の 　　　　　　　　　
．．一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 分 　 類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 分類記号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 名

際 の 分 類 に 便利 な もの で あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 レ 　 　 　 　 キ 　

「
　 ｛G ｝

る。 な お ， 有機質土 ｛0｝と

火山灰質粘性土 ｛V ｝ の 両

方 の 性質をあわ せ もつ 土 に

つ い て は，有機質火山灰 土

（OV ）を こ の 簡易分類 に 補

足す る必要カミあ る 。

　以上 の 分類体系は ，使用

目的 に 応 じ，最 も使い や す

い 段階の 分類名を 用い る こ

とが で き る 。 ま た ， 土 の 呼

レ　キ 　質　土

砂

砂 　　質　　土

シ　　　ル 　　　ト

粘　　性　　土

互 機 質 土

火山灰質粘性土

｛GF ｝

｛S｝

｛SF ｝

｛M ｝

｛C ｝

｛0 ｝

｛V ｝

高 有 機 質 土

廃 　　棄　　物

〔P ‘｝

〔W ｝

称 と して は ， 図
一4 の 匚コ で 示す分類名に こだ わ る こ とな

く， 表
一1 に 示す土質名や ， その 地方，そ の 仕事の 関係者

間で 意味カミ通じやす い 呼称を 用 い ，そ の 呼 称に ， 図
一4 の

英字記号を付す こ と に よ り，工 学的分類体系の 中に お け る

位置を客観的 に示す こ とカミで きる 。

　図
一4 に お い て ，細粒分が 5 ％ 以 上 ， 15％ 未満 の 粗粒

土材料は ， 米国の 統一±質分類の 境界分類 に 相当 し て い る

ボ，これ ら の 土 は工 学的性質に お い て す ぐれ て い る こ とが

多い
。 米国 の 統一

土質分類 で は ， こ れらを麑界分類と して ．

両側の 土 質分類記号 を 組み 合 わ せ て 表現す る が ， 日本統
一

土質分類で は ， これ らの 土 Vこ 対 し，その 両側に ある分類 と

対等の 分類名 と分類記号を与え ， 分類体系の 上 に 並べ る こ

と と した 。

　以上 の 分類記号を 理解しや す い よ うに ， 構成記号 の 意味：

を示せ ば付表
一4 の よ うである 。

4． 土質名と工単的分類体系 との関係

　工 学的性質 との 対応か ら考 え た 土 質分類体系は ， 図一4

の よ うに な る が ， これ を一
般 に 用 い られ て い る 土質名と関

係づ けて お く必要が あ る 。

　土 質名は 土 質分類体系の よ り詳しい 分類名と考え る こ と

もで き る。 しか し ， 土質名か ら土 の 工 学的性質を推測す る

とき は ，あ ま り細分 されす ぎて い る と，か え っ て わ か りに

くくな る の で ， 結局 は ， 図
一4 の 工学的分類体系の 中 で 理

解す る の が よい と考えられ る。
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　現場 の 土質調査 で は ，で きるだけ詳しい 鑑識結果 を報告

す る必要 があり，調査結果 は地質学的考察の た め に も貢献

し うる こ とが望 ま し い の で
， 土 質名と して は ， 従来 の 現場

名 （た だ し定義 を表一1 の よ うに す る）を用い る の が適当

で あ る と考 え た。

5．　 土質調 査に おけ る記載事項

　土 質調査 では ， 土 質分類以外に ，次の よ うな 事項 に つ い

て記録して お くの が よ い o

　（i）　粗粒土 ，細粒土 に 共 通 して

　色 ；臭気 ； 含水状態 ； 土 層構造 ； 地方名また は地質名 ；

岩石質材料 （75　mm 以 上 の コ ブ ル ，ボ ル ダー） の 含有率

とその 粒径，形状，岩質 ； レ キ粒土以外に お け る レ キ分 の

含有率 とそ の 粒径 ， 形状 ， 材質 。

　（ii）　粗粒土 に 対 して

　粒度構成 ；最大粒径 ； 細粒分含有率 ；粒子 の 形状 ； レ キ

粒子の 材質 ；砂粒子 の 鉱物 ； 相対密度 ；固結度 。

　（iii） 細粒土に 対 して

　か た さ ；ダ イ レ イ タ ン シ ー
試験結果 ；塑性ひ も試験 （注 5 ）

の 結果 ；乾燥強 さ試験 の 結果 。

6．　 三 角座標表示法

　日本統
一

土質分類 の 三 角座標 （図
一5）は，従来，多用

さ れて きた 米国 道路 局型 な ど と異 な り，図一2〜図一4 の

分類休系と全 く矛盾 しな い 形 の もの と した 。 この よ うな 三

角座標で あれ ば ， 存在理 由が な い とい う意見 と と もに ，

一

方 で は，この よ うな三 角座標で もよ い の で ， ぜ ひ 三 角座標

表示法を 残 して ほ しい とい う意見カミか な りあ っ た 。 そ こ で ，

粒度組成を図示す る と きの 三角座 漂 と して は
， 今後，図

一5

に よ る こ と とし た Q

7．　 「土 の 分類」 データ ーシー トとその 記載例

　土 の 判別分類法基準化委員会は ， データー
シ
ート委員会

か ら，新 しい 土質分類基準案に ふ さわ しい 「土 の 分類」 デ

ーターシ ートの 立 案を依頼 され て い た 。 その作業も今回終

（注 5）　塑 性ひ も試 験

塑性ひ も試験 は，ダ イ レ イ タ ン シ
ー
試 験力｛終わった 試料で 行ない ，その 試

料 を平滑な面 と手の ひ らの 間，また は両 手の 間で 伸ば し，約 3mm 直径の ひ

も状に する 。直径約 3mm に ロ ール する と，ぎれ ぎれ に な る まで ，試料 を 繰

返 し ロール する。こ の と きの含水 比 が ，ほ ぼ 塑 性 限界 で ある。こ の 塑性限界

付近で ひ もを 卩
一

ル して 作 る ときに 必 要 な 圧力に 注意 を払 い ，ひ もの 強 さに

も注意する 。塑性限界の 土を
一

つ に ま とめ ，そ れ が くずれ る ま で こ ね る。こ

ね て い る と ぎの タ フ ネ ス （強 じん 性）に 注意を 払 う。

（i） 夕7 ネス がな いもの は，塑性 ひもを作るこ とがで ぎな い 。

（ii） タフ ネス が弱 い もの は 1 塑性限界付近で ロ ール す るの に わずか の圧力

　 で よ く，土の ひ もはほ と ん ど 強さが な く，そ の ひ もか ら土 の かた ま りを

　 作 れ な い 。

（iii）　タ フネ ス が 中ぐらい の ものは ，塑 性限界付近で P 一ル す るの に 中ぐら

　 い の 圧力が 必要で，土の ひ もは 数 セ ン チ の 自重を ささえる こ とがで き，
　 そ の ひ もか ら作るか た ま りは，わ ずか に 乙ね る とくずれ る。

（iv） 夕 7 ネ ス が強い もの は，塑性 限界 付近 で ロ ール す る の に か な りの 圧 力

　 が必要 で，土の ひ もは 5〜6cm 以上の 自重 をた や す く ささ え る こ とが で

　 ぎ，その ひ もか ら土の か た ま りを 作 るこ とがで き，そ のか た ま りに 粘着

　 力 とね ば りが ある。
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付表一4　分　類　記 　号 　の 　意　味

記 　号 意 味

G レ キ 粒土 （G −soils ）ま た は レ キ （GraveD

s 砂粒土 （S・soils ） または 砂 （Sand）

F 細粒土 （Fine 　soils ） また は 細粒分 （Fines ）

MC0V シ ル ト （Mo ： ス エーデ ソ 語の シ ル ト）

粘性土 （Cohesive　soils ） また ｝よ粘土 （Clay ）

有機質土 （Organic 　 soils ）

火 山 灰質粘性土 （Volcanic 　 cohesive 　 soils ）

P ‘　　　 高有機質土 （Highly 　organic 　soirs ）また は ピート （Peat）

Mk 黒泥 （Muck ）

WP 粒 度の よ い （Well ・graded ）

粒 度 のわ るい （Poorly 　graded ）

批

8PP

均等粒度 の （Uniforrnly　graded ）

LHH1H2

9

〔W ｝

階段粒度の （Skip−graded ）

低液性限界 （ZVL ＜50％ ） （Low 　liquid　limit）

高液性限界 （：vL ≧50％）（High 　liquid　lim 正t）

火 山 灰 質粘性土 OP　1型 （WL 〈80％）

火山灰質粘性土 の 1 型 （WL ≧80％）

・・ま じ り ・・

レ キ ま じ り （with 　gravel）

廃棄物 （Wastes ）

了 し， 昭 和 47年 4月 よ り土質 工 学会か ら発行 され る こ と

とな っ た ボ ， そ の 記載例を付図
一1 に 示 して お く。

　 「土 の 分類」 データ ーシ ートと して は ，付図
一1 に 示 す

よ うに 1枚に ま とめ た 「報告用紙」 と，付図一1 の データ

ーシ
ート上半部 の み を 上 下 2段 に 収録した 「報告用紙 1」

と，付図
一1 の デ ー

タ
ー

シ
ー

ト下半部 を 1 枚 に 収 録 し た

「報告用紙 亙」 の 3種類 が 作られ て い る 。 試料数の 少な い

場合や，教育用に は 付図
一1 に 示す 「報告用紙」 が適 し，

多数の 試料を調ぺ る土質調査で は ，「報告用紙 工」と 「報告

用紙1 」 を利用 する の ボ便利で あろ う。

　記載上 の 注意を述べ る と ， 報告用紙の 数値記入 欄に は，

土質分類 の た め に 不要の 個所 は 記入 し な くて もよい
。

　シ ル ト分 と粘 土 分の 含有率 は 土質分類の た め に は知る必

要がない ム ら，記入す る 必要 は な い が ， 比重浮 ヒ ョ ウに よ

る粒度試験を行な っ て い る場合に の み，参考 の た め に 記入

する 。 こ の こ とは 報告用紙右下 の 三 角座標 （b）・に つ い て

も同様で あ る 。

　「60％ 粒径」 か ら 「曲率係数： ま で の 欄 の 記入 を 必要と

す るの は 「レ キ」 ｛G｝と 「砂」 ｛S｝ の 場合 だ けで あ る 。

た だ し，「均等粒度の レ キ 」 （GPu ） と　「均等粒度の 砂」

（SPu）の 場合 ， 「曲率係数」 欄 の 記入 は 不要 とな る 。

　一
方 ， 「液性限界」 か ら 「塑性指数」 の 欄 の 記入 は，「き

れ い な レ キ 」 〔G 〕と 「きれい な 砂」 〔S〕 の 場 合 に は不 要

と なる 。

土 と基礎，20− 5 （171）
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付 図一1 「土 の 分類」 デ ータ ー・：　 H トの 記載例

8．　 図式記号な らび に土層断面彩色法

　岩石質材料，土 質材料，廃棄物を 含め て，地盤調査の 結

果を柱状図 な どで 表現す る際に 用い る 図式記号を図
一6 の

ハ矼a ア，
1972

よ うに 定め た 。

　将来 ， 地盤関係資料 が電算機カ ードと して保存され る よ

うに な り， 必要に 応 じ ， 必要個所の 土質柱状図を電算機に

描 か せ る 時代 の 来 る こ とが 考 え られ 1‘）
， そ の と きの 電算機
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に よる プ リ ソ トア ウ ト図 式記号 を手描き記号 とあわ せ て 決

め て お くこ とが必要 で あ り， 図
一6 で は その よ うな こ とを

配慮 した 。

　な お，土層断面図 な ど広 い 面積の 土質の 図式表示に お い

て は，図絡 の 記号を用 い る と多大 の 作図労力を要する こ

と とな る 。 そ の よ うな場合に ， 作業 を 簡易化す る と と もに ，

仕上 り断 面 図 を 見 や す くす る た め に ， 彩色法を 用い る こ と

が推奨さ れ る。 この 場合 ， 付表
一1 に 例示す る よ うな地質

時代と組み 合わ せ た 土 層の 英字記号を断面図に 記入 し， 彩

色 を ほ ど こ し て土 層区 分 を示 す の が よ い で あろ う。 彩色 の

ル
ー

ル は ， 砂層 ｛S｝ に は 黄色 ， 砂質土層 ｛SF｝ に は 黄色

の 横線，粘性土層　｛C｝ に は青色 ，
レ キ層 ｛G ｝　 1・こ は 黄赤

色をあて ，上層 か ら下層 1・c 向か うに した が い ，うす い 色 か

ら，暗い 色 へ と変化させ る よ うに す る。 使用す る色 の 選択

1こ は 色 名帳
15 ）ま た は 36色組の 色鉛筆などが参考に な るで あ

ろ う。 付表一1 に 1よ
， 色名帳

15 ｝ を 参考 に し た 彩色の 例を

示 して お い た 。 36色組色 鉛筆を 用 い た と き の 上層 か ら下層

へ の 彩色は ，砂層 ｛S｝ に 対 し ，
レ モ ン 色 ，黄色、山 吹色 ，

粘性土層 〔C｝ に 対 し ， 水色 ， 青色 ， 群青色 ， あい 色 とい

う順 に な るで あろ う。

9．　 キーワ ー ドと して用 い る べ き土 質分類名

　 キーワ ードと して 用い るべ き土質分類名に つ い て は ， 土

と基礎 ，
Vol．19，　No．12 （昭和 46 年 12月）

16 ） に その 解説

を付した の で，そ れ を参照 さ れ た い 。 た だ し，上記
16）で 示

し た キ ーワ
ード 「岩 （Rock ）」，「巨 レ キ （Boulder ），

「大

レ キ （Cobble）」 とそ の 説明は ， その 後 ， 情報委員会 ， 岩 の

力学委員会，当基準化委員会 の 話 し合い に よ り， 図
一1 と

対応 させ て，「岩盤 （Rock 　Mass ）」，「ボ ル ダー（Boulder ）」，

「コ ブル （Cobble ）」 と し，それ らの r備考」 欄に お い て ，

「連続体と して の 岩」→ 「岩 石 の 連続体」，「岩石 材 料 」→ 「岩

石 質材料」 の 修正 を行な っ た 。 また ，そ の 他 の 「英語」 欄

に お い て，Organic　Cohesive　Soil→ Organ三c　Soil，　Sirasu

→ Shirasu，「備考 」 欄 に お い て ，シ ラ ス の 説明で ，「九州

南 部 に 分布す る 火 山灰質 砂 質土」→ 「九州南部 な どに 分布す

る火山灰質砂質土 」 の 修 正 を行な っ た 。

10． あ と が き

　なお ， 土 の 判別分類法基準化委員会と して は，こ の 基準

案 と関連し， ひ きつ づ き ， 次の 項 目につ い て作業を 行な っ

て い る。

（1）土 の 判別法 の 基準化

  土質分類結果の 利用表 （工 学的性質表）の 作成

（3｝「土 と基 礎」 誌上 に お け る土 質分類 に つ い て の 講座

〔4）本年度開催予定の 「土 の 判別分類に 関するシ ン ポ ジ ウ ム 」

　へ の 協力

  土質分類サ ソ プ ル セ ッ ト，土質図 式記 Pvテ ープ，色見本

　 な どの 作成
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（6）土質分類基準 の 英文印刷物 の 作成
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